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Serial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、白血球遊走、T細胞接着、ガングリオシドGM1および膜貫通タンパク質輸送、そしてカスパーゼ非依存性経路によるT細胞死に関与する細胞表面糖タンパク質です。さらに、このタンパク質はアクチン細胞骨格の再編成能を有し、骨肉腫において腫瘍抑制因子として作用する可能性があります。この遺伝子はX染色体およびY染色体の偽常染色体領域に存在し、X染色体不活性化を免れます。この遺伝子座のすぐ隣に、関連する偽遺伝子が存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	THP-1（1）、U937（2）、およびMOLT4（3）細胞溶解物に対するCD99マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	CD99マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD99 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD99 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒトユーイング肉腫組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CD99 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。

